
ダランの
インド占星術初級講座②



本日の内容

実際に星図を見てみよう！



1.実際に星図を見てみよう！

夜空に無数にある星座、星のうち
獣帯(黄道)の12星座と太陽系の惑星を使用する

牡羊座、牡牛座、双子座、蟹座、
獅子座、乙女座、天秤座、蠍座
射手座、山羊座、水瓶座、魚座

12星座



インド占星術で使う惑星

太陽 月 火星 水星 木星

金星 土星 ラーフ ケートゥ

太陽系惑星(天王星、海王星、冥王星のぞく)+ラーフ、ケートゥ



ラーフとケートゥは日食や月食が起こる点

ラーフ(西洋占星術では「ドラゴンヘッド」)

ケートゥ(西洋占星術では「ドラゴンテイル」)



アセンダントとは

その人が生まれた瞬間、東の地平線に見える星座
＝その人の本質を表す星座



実際に星図を見てみましょう

これに

As:アセンダント
Su:太陽
Mo:月
Ma:火星
Me:水星
Ju:木星
Ve:金星
Sa:土星
Ra:ラーフ
Ke:ケートゥ

が入ります

実際の天球は360°あります。星座は12個なので、360÷12=30

よって、各星座は30度ずつの角度(空の領域)を持っていることになります。








